　 
自主防災会作成用（提出不要）
令和７年度　　　　区自主防災会地域防災訓練実施要領
１　目的
　　
　　
２　重点目標
　１　
　２　
　３　
　４　
３　訓練
1  日時：令和７年　　月　　日（　）午前・午後　　　時　　　分　から 　時　 　分
　　
⑵　防災会本部・訓練会場
　　防災会本部：　　　　　　　　　　　　　　訓練会場：　　　　
　　
⑶　訓練想定
　　　　

　⑷　訓練内容
	
	時間
	訓練種目
	実施細目
	担当
	

	
	 ９：００
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	：
	講　　評
	防災訓練全般にわたる講評
	会　長
	

	
	
	
	
	
	


〔　記入例　〕

令和７年度○○区自主防災会地域防災訓練実施要領
１　目的
近い将来、発生が予測される南海トラフ地震の災害から区民の生命・財産を守るため、区民相互の協力体制を確立するとともに、突発地震等に対する防災対策の習熟と防災意識の高揚を図る。
　　
２　重点目標
⑴　家庭内における防災点検と安全の確認
⑵　防災資機材（可搬式ポンプ・ろ水機・発電機等）の点検と習熟
⑶　防災会内の危険箇所の一斉点検

⑷　各役務分担を主体に、情報伝達、避難、消火訓練を行う。
３　訓練
1  日　時　令和７年１２月７日（日）　午前○○時○○分　から　○○時○○分
2  防災会本部・訓練会場　　防災会本部：○○○区民館　訓練会場：○○○グラウンド
3  訓練想定
令和７年１２月７日午前９時に駿河トラフから南海トラフまでにかけての大規模地震
が突然発生し、当地区では震度６強を観測した。このため、地区内では、家屋の倒壊による負傷者が生じ、火災も発生した。
　　　また、電気・ガス・水道・電話・交通機関等に被害が発生した。
　⑷　訓練内容
	時 間
	訓練種目
	実施細目
	 eq \o\ad(担当,　　　　)
	

	９：００
	地震発生
	同報無線のサイレンを合図とする。
	市
	

	９：００
	家庭内での対応
	シェイクアウト訓練を実施

各家庭での火の始末を行うとともに老人・負傷者の安全確認
	家　　庭
	

	
	
	
	
	

	９：０５
	災害対策本部
設置
	◎本部（テント等による）設営
	役　　員
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	９：１０
	災害応急活動

	◎情報伝達、避難誘導、安否確認（黄色いハンカチの掲出）
	情　　報
避難誘導
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	◎消火作業（可搬式ポンプ・消火器［家庭内での対応］）
	消　　火
	

	
	
	
	◎情報の収集・伝達（デジタル簡易無線機による避難所との交信訓練）
	情　　報
市
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	◎飲料水の確保
　（ろ水機による飲料水の確保）
	給　水
	

	１２：００
	
	
	
	

	：
	講　　　　評
	防災訓練全般にわたる講評
	会　　長
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